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飯山市 の歴史

幕末・維新の局地戦 飯山戦争
　「飯山戦争」といえば、明治
の幕明けに飯山を舞台にして起
こった戊

ぼしん

辰戦争の一つの局地戦
で、「浪人の役」とも呼ばれてい
ます。
　慶応 4（1868）年 4月 20 日に
旧幕府側の衝

しょうほうたい

鋒隊が高田方面か
ら飯山城下に侵入、飯山藩は近
隣の藩に助けを求めるも、「賊軍
に味方」の疑いをかけられるな
ど、緊迫した状態が続きました。
　中野市に残る「飯山合戦之図」
には、越後へと敗走する衝鋒隊
により町が戦火にみまわれた 4
月25日の様子が描かれています。

◆申込期間：４月２３日（月）～５月１１日（金）
◆申込み先：総合学習センター（飯山市公民館） ℡ 62-3342
　　　　　　（申し込まれた方へは、後日詳しい案内をお送りします。）
◆会　　場：飯山市公民館・いいやま女性センター未来

総合学習センター前期成人講座
受講生募集！

自
分
で
で
き
る
大
人
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わ
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ア
レ
ン
ジ

癒
し
の
空
間
へ
よ
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り
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し
さ
あ
れ
こ
れ

〜
図
柄
に
挑
戦
〜

講　師：nalki hair salon
　　　　代表　坪井玲樹 さん
日　時：7/10、24、8/7、28、  
　　　　9/11、25（各火曜日）
　　　　19:00 ～ 20:30
場　所：飯山市公民館 
定　員：10名
持ち物：ハサミ（髪切り用）、コテ（ヘ
アアイロン）、ブラシ、くし（柄付き）、
ワックス（何でも可）、タオル２枚、
水スプレー、鏡（置き形）、ドライヤー、
筆記用具
受講料：1,200 円（全 6回分）
材料費：1,000 円（全 6回分）

彫
金
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ッ
ク
レ
ス

〜
こ
れ
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
〜

講　師：鷲森敏男 先生
日　程：6/2、9（各土曜日）
　　　　10:00 ～ 12:00 
　　　　（全 2回）
場　所：飯山市公民館 団体室
定　員：20名
受講料：　400円（全 2回分）
材料費：1,600 円（全 2回分）
持ち物：筆記用具

講　師：創作園芸コーディネーター
　　　　碓井智子 先生
日　程：6/15、7/20、8/17、
　　　　9/21（各金曜日）
　　　　13:30 ～ 15:30（全 4回）
場　所：女性センター未来
定　員：15名
受講料：　800円（全 4回分）
材料費：4,000 円（全 4回分）
持ち物：エプロン、新聞紙１日   
            分、ハサミ、薄手のゴ  
            ム手袋、筆記用具

講　師：松澤のあ 先生
日　程：6/7、7/5、8/2、
　　　　9/6、10/4（毎月第１木曜日）  
　　　　13:30 ～ 15:00 （全５回）
場　所：飯山市公民館
定　員：15名
受講料：1,000 円（全 5回分）
材料費：7,500 円（全 5回分）
持ち物：なし

　室内で一年中楽しめるガー
デニング、こけ玉を使って箱
庭を作ってみましょう。

　銅製の鉄板に仏壇彫金の技
を駆使しオリジナルのネック
レスを作ってみましょう。
　初心者大歓迎です！

　切り絵の初歩から楽しく
学びましょう！

　髪の基本的なことから、自分で
できるスタイリングをマスターし
てみませんか？自分の持ってい
る、使っている物をお持ち下さい。
　男性の方も大歓迎です。

ノルディックウォーキング＆スロージョキング
  ～適度の運動で精神的にも肉体的にもリフレッシュしましょう～　
　　　　"働く世代の若い女性、男性、大歓迎です "
講　師：インサイドアウトスキークラブスタッフ
　　　　スポーツ推進委員
日　程：6/8、22、7/6、20（各金曜日）
　　　　19:00 ～ 20:30（全 4回）
定　員：20名
受講料：800円（全 4回分）

場　所：6/8、22飯山市公民館駐車場
　　　　7/6、20長峰運動公園
対象者：概ね 50歳以下で走る喜びを味わ
いたい。健康な身体を維持したい。これから
運動を始めようという方、再開しようという
方、これを機に運動を続けようという方。

対象者：飯山市内に在住もしくは飯山市
　　　　内に勤務する 18歳以上の方。
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美術館に作品を展示してみませんか

飯山市美術館施設開放のご案内
　飯山市美術館では、市民の皆さんを対象とした
施設開放を行っています。「作品を展示してみた
い」とお考えの方は美術館までご相談ください。
１．趣　　旨
　市民の芸術および文化活動を奨励し、広くその
普及・振興を図るため、ギャラリー等の施設を美
術作品の展示場所として開放しています。
２．利用資格
　市内に活動の拠点を置く市民団体
３．利用場所
　ギャラリー（２階）単独か、ギャラリーとロビ
ー（１階）のセットでのご利用となります。
４．利用可能な時期
　6月～ 8月、12 月～ 3月（ただし、美術館の
企画展開催中は除きます）。
５．利用期間
　1回の利用期間は6日間から3週間以内としま
す（展示・撤収日を含む）。
６．利用料・諸経費等（１日につき）
区　　分 ギャラリーのみ

ギャラリー・
ロビー

備 品
( ※ )

市民団体 ３５００円 ５０００円 無 料
上記以外 ７０００円 １００００円 無 料

※展示・撤収日も利用料を負担いただきます。
　※施設の利用に関わって必要な諸経費（作品運
搬・展示、印刷物製作費等）は利用団体の負担と
します。吊金具、展示台、パネルは無料です。

７．招待券の交付
　当施設へ入館するには入館料が必要になるた
め、利用団体には招待券を交付します。実際に使
われた招待券のうち、団体員一人当たり 20枚分
を無料扱いとしますが、一団体に対して 300 枚
を無料分の上限とします。
　※その他、詳細については飯山市美術館（☎
62-1501）までお問い合わせください。
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ん
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０
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０
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３
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介
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れ
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中
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し
た
時
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を
取
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す
。

　

女性セミナー 
仲間と一緒に楽しく学んでみませんか？

＊申 込 先　総合学習センター（飯山市公民館）☎ 62-3342
＊募集期間　4月 24日（火）～ 5月 8日（火）
＊定　　員　40名（定員になり次第締め切ります）

第 5回　9月 27日㈭ 午後 1時 30分～午後 3時 30分
講習会「和風寄せ植えをしてみよう」

～和風な感じの寄せ植えを学び、自分だけでなく地域に喜びを～
　講　師　中澤  論 さん

第４回　8月 9日㈭ 午後 1時 30分～午後 3時 30分
学習会「市民の力で食と農のまちづくり」
　故郷を愛する気持ちを育もう。みんなの力で地域づくりを。
　講　師　長野大学環境ツーリズム学部教授　古田 睦美 さん

第１回　5月 17日㈭ 午後 1時 30分～午後 4時 00分
開講式・音楽講座・学級生のつどい
「信州を歌おう～長野県ゆかりの歌をあつめて～」
　故郷を愛する気持ちを、思いきり歌って、身も心もリフレッシュ！
　講　師　沼田 秀美 さん

第 3回　7月 19日㈭ 午後 1時 30分～午前 3時 00分
学習会「放射能をもっと知ろう！！」
　　 　　～飯山の放射線量は？健康への影響は？～
　講　師 　市民環境課職員

第 2回　6月 21日㈭ 午前 8時 30分～午後 4時 00分
野外学習会「松代・夢空間をたずねて」
　　　　　　　　　　　～松代まるごとよくばりコース～
　松代城趾・真田宝物館・文武学校・象山地下壕・松代陶苑ほかＨ
27新幹線開業に向けて松代の文化・まちづくりを学びましょう！

踏み出そう！
新しい自分の発見に

第6回　10月 18日㈭ 午前 9時 30分～午後 2時 00分
市内学習会・閉講式・学級生のつどい
「小京都飯山の宝物・正受庵で学ぼう」
　　　　　～座禅体験をしてみよう！～
　Ｈ 27 新幹線開業に伴い、来客者に誇れる「飯山の宝物」の歴史
などをご案内できるよう学びましょう。（注：座れない方も心配な
さらずに雰囲気だけでも感じにご参加ください。）
　お　話「正受老人の心」　講　師　長瀬  哲 さん

　 飯山市公民館☎ 62-3342 か、子育て支援センターたんぽぽ☎ 62-5091 へ
電話または直接お申し込みください。後日、ご案内の通知を送付いたします。
　※各回とも定員になり次第締め切ります。

みんなのおもしろひろば　参加者募集
親子で楽しめる簡単な遊びを学んだり、遊びをとおして子育てを学びましょう。
今しかない大切なときを子どもと一緒に思いっきり楽しみませんか？

○対 象 者：保育園・幼稚園入園前の幼児と父親と母親、
　　　　　　または祖父母が対象となります。
○会　　場：飯山市公民館
○時　　間：午前 9時 30分～ 11時

　　　5月26日（土）
おさんぽ 流しそうめんと

　　　プールあそび

　

ミニ運動会
9月14日（金） 12月15日（土）７月28日（土）

おもちつきと昔のあそ
びをしてみよう

○参 加 費：第２・３・４回は１家族 200円程度
○申込締切：5月 18日（金）（４回コースでお申し込みください）
○定　　員：20組

お
申
し
込
み

飯山市公民館＆秋津公民館　共催事業

春を感じに参加してみませんか？

　５月上旬頃に開催を予定しています。多く
の市民の方とカタクリの群生や山野草を見
て、地元の自然と宝物を学習し、地域の再発
見に繋げましょう。コース途中、上の堤
から見下ろす飯山方面は絶景です。親
子でも参加大歓迎です。
※参加申込みは、秋津公民館（☎ 62-2330）
または飯山市公民館（☎ 62-3342）までお
問い合せください。◎参加申込締切日は４月
25日（水）です。※今年は残雪が多く、現
時点で開催日を決定できないため、開催日が
決定次第、申込された方にお知らせします。

H27新幹線が飯山を通ります。新し
い駅がどの辺りに見えるかみてみよ
う。楽しいこともするからお楽しみに！
講師　藤澤 八代恵 先生 講師　藤澤 八代恵 先生 講師　井出 清子 先生 お父さん待ってます！

暑い夏！つるっと親子で流しそうめ
んを楽しみましょう。

公民館子育てグループと
交流しながら、みんなで楽
しみましょう。

お年寄りから昔のあそびを教えてもらった
り、おもちつきをして交流しましょう。

【第 1回】 【第 2回】 【第 3回】 【第 4回】

水
みずなし ざ わ

梨子沢カタクリ鑑賞会
（勘介山古墳学習会）

第１回

第 4回

第 5回

第6回

第 2回

第 3回

＊参 加 費　1,000 円
　　　　　　　（２･５･６回講座は 別途費用がかかります）
＊場　　所　飯山市公民館（第２･５･６回は集合し、現地へ）

受講生募集！
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◇
老
燃
教
室　

　
「
24
年
度
老
燃
教
室
」
が
４
月

10
日
よ
り
開
講
し
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
、「
老
い
て
さ
ら
に
元
気

に
燃
え
上
が
る
」
を
基
本
目
標
と

し
て
、飯
山
市
公
民
館
を
会
場
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
講
話
・
歌
・
体

操
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ダ
ン
ス
・
茶
話
会
等
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
も

可
能
で
す
の
で
、
一
度
参
加
し
て

見
て
下
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
日
（
毎
回
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
）
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
第
27
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
開
催

　

３
月
４
日
（
日
）、
歩
け
ば
少

し
汗
が
に
じ
む
よ
う
な
ポ
カ
ポ
カ

と
し
た
暖
か
い
陽
気
の
な
か
、
８

集
落
19
チ
ー
ム
の
参
加
で
盛
大
に

開
催
で
き
ま
し
た
。
こ
の
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

は
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
地
区
内

を
巡
り
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
食
材
を
ゲ
ッ
ト
し

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
柳
原
地

◇
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
里
山
に
遊

ば
れ
よ
う
!!
」

　

３
月
４
日
（
日
）、
昨
年
に
引

き
続
き
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
講
座

を
開
催
し
、
今
回
は
神
戸
区
界
隈

を
歩
き
な
が
ら
、
里
山
に
遊
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

　

神
戸
と
言
え
ば
“
大
イ
チ
ョ

ウ
”
そ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
を
上
か

ら
見
下
ろ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
案
内

し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
雪
が
あ
る

時
期
だ
か
ら
こ
そ
入
っ
て
い
け
る

コ
ー
ス
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
途
中
、
大
イ
チ
ョ
ウ
の
周

り
で
宝
探
し
や
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ

と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
も
取
り
入
れ
、

大
人
も
子
供
も
夢
中
に
な
っ
て
雪

と
戯
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
富
倉
山
菜
ま
つ
り

　
５
月
13
日
（
日
）
午
前
８
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
富
倉
地
区
恒

例
の
山
菜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
高
齢
化
や
豪
雪
で
運
営
も
大

変
で
す
が
、
今
年
も
富
倉
フ
ァ
ン

の
た
め
に
、
地
元
の
山
菜
や
郷
土

料
理
の
笹
寿
司
や
富
倉
そ
ば
等
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　

厳
し
い
冬
が
終
わ
り
春
が
や
っ

て
く
る
と
、
黒
岩
山
に
は
カ
タ
ク

リ
の
花
が
咲
き
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
う
よ

今年もこんな賑わいに

◇
創
作
体
験
学
習
会

　
５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
よ

り
木
島
公
民
館
に
お
い
て
小
学
生

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
中
野
市

日
本
土
人
形
資
料
館
か
ら
講
師

を
招
き
「
土
人
形
絵
付
け
体
験
教

室
」
や
「
竹
の
水
鉄
砲
作
り
」
を

行
い
ま
す
。

【老燃教室　日程】
前期　
４月２４日（火）　
５月８日（火）・２２日（火）　
６月１２日（火）・２６日（火）
７月１０日（火）・２４日（火）
後期
８月１４日（火）・２８日（火）　
９月１１日（火）・２５日（火）　
１０月９日（火）・２３日（火）
１１月１３日（火）・２７日（水）

コ ー ス　
飯山公民館 (8:45出発 )～
真宗寺～西来寺～蓮證寺～
大輪院～展示試作館（休
憩10:00 ～ 10:25）～寺町
交流館―高橋まゆみ人形館
(10:30～11:00)～常福寺～
西念寺～本光寺
解散式 (12:00～12:10)

◇
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
の
開
催

　

城
下
町
飯
山
と
し
て
寺
の
歴

史
、
現
在
の
町
並
み
、
春
の
芽
吹

き
を
み
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
し
な

が
ら
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

５
月
13
日
（
日
）　

集
合

時
間　

午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館

締
め
切
り　
５
月
２
日
（
水
）

電
話
０
２
６
９・６
２・３
３
４
２

参
加
料　

３
０
０
円
（
資
料
と

し
て
寺
め
ぐ
り
案
内
手
引
き
書

７
０
０
円
で
販
売
）
お
持
ち
の
方

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

　

定
員
30
名
に
な
り
し
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

◇
料
理
講
座
「
き
の
こ
ジ
ュ
レ
」

で
健
康
に
！ 

　
３
月
６
日
（
火
）
常
盤
公
民
館

に
お
い
て
、
地
区
農
業
委
員
の
沼

田
浩
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
13

名
の
参
加
者
で
賑
や
か
に
開
催
し

ま
し
た
。 

　

講
師
先
生
が
「
き
の
こ
ジ
ュ
レ
」

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
で
短
期
間
に

大
幅
な
減
量
に
成
功
し
た
と
の
こ

と
で
、
参
加
者
は
興
味
津
々
!!

あ
っ
ち
で
も
こ
っ
ち
で
も
質
問
の

嵐
で
忙
し
そ
う
で
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
き
の
こ
ジ
ュ
レ
の
健
康
ダ
イ
エ
ッ

ト
サ
ラ
ダ
」「
し
め
じ
と
豚
肉
の

甘
辛
炒
め
」「
き
の
こ
ス
ー
プ
カ

レ
ー
」「
し
め
じ
の
タ
ラ
コ
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
炒
め
」
の
四
品
!!
き
の
こ

尽
く
し
で
見
た
目
も
と
て
も
ヘ
ル

　
　

う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
春
の
使

者
た
ち
に
、
今
年
も
会
い
に
行
き

ま
す
。

　

開
催
は
５
月
中
旬
頃
の
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
外
様
公
民
館
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
第
60
回
瑞
穂
地
区
楽
し
い
集
い

　

３
月
11
日
（
日
）、
60
回
の
節

目
と
な
る
“
楽
し
い
集
い
”
を

開
催
し
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
ン
大
会
、

囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
大

会
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

区
３
月
恒
例
の
行
事

で
す
。

　

今
年
は
ク
イ
ズ
問

題
に
コ
ー
ス
を
め
ぐ

り
な
が
ら
「
一
句
お

詠
み
く
だ
さ
い
」
と

い
う
課
題
が
あ
り
、

皆
さ
ん
ア
ッ
と
驚
く

よ
う
な
素
晴
ら
し
い

句
を
詠
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
豪

華
景
品
が
当
た
る
大

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

◇
電
動
車
イ
ス
の
安
全
運
転
講
習
会

　
５
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
よ

り
木
島
公
民
館
に
お
い
て
実
技
指

導
等
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
正
し
く
学
び
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
木
島
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

参加をお待ちしています。

伝統の屋根のあるバーベキュー

景品をゲットしたのは！？

真剣勝負！

「ヒメギフチョウ」

　

飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催
事
業

と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会

　
・
勘
介
山
古
墳
学
習
会

この機会にいかがですか

　数年前たまたま、十人くらいの人の
体験談を載せた小さな冊子を読む機会
がありました。
　人との関わりについてのもので、ど
れも感慨深いものばかりでしたが、そ
の中で今でも記憶に鮮やかに残ってい
る文章を紹介したいと思います。
　両親がいない、施設から通学してい
た男子中学生がある日登校すると、自
分の机の上いっぱいに「バカ」とか「死
ね」とか書かれていました。呆然とし
ているその子に一人の男子生徒が近付
き、いきなりその机を持ち上げ、「つ
いて来い。」と言って教室を出て行き
ました。

前
飯
山
市
人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員　

前
澤 

和
子

冊
子
を
読
ん
で

　技術室にその机を運び、「こんなこ
とに負けるな。」と言いながら消しゴ
ムで一緒に消してくれました。
　施設から通学していた生徒が結婚式
を迎えた日、参列者の中に励ましてく
れた生徒の姿がありました。
　わずか二ページの内容に、さわやか
な読後感と共にいつまでも心に残る重
みがありました。
　読書や人間関係の悩みは情緒力を育
て、総合的判断力を高め、人として成
長させてくれると思います。
　年齢を重ねていく中にも日々を反省
し少しでも自分を磨いていけたらと思
います。
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

５/１ 火
２ 水 移動図書館車③コース
３ 木 祝日休館（憲法記念日）
４ 金 祝日休館（みどりの日）
５ 土 祝日休館（こどもの日）
６ 日 10:30～おはなしひろば
７ 月 月曜休館
８ 火
９ 水 移動図書館車①コース
10 木 10:30～絵本とわらべうたの会
11 金 移動図書館車②コース
12 土
13 日 10:00～ブックスタート
14 月 月曜休館
15 火
16 水 移動図書館車③コース
17 木 10:30～絵本とわらべうたの会
18 金 移動図書館車④コース
19 土
20 日 10:30～おはなしひろば
21 月 月曜休館
22 火
23 水 移動図書館車①コース
24 木 10:30～絵本とわらべうたの会
25 金 移動図書館車②コース
26 土
27 日 10:30～おはなしひろば
28 月 月曜休館
29 火
30 水 移動図書館車③コース
31 木 10:30～絵本とわらべうたの会

　　
らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

　日本と世界の名短編を１００冊
に。１冊に３人の作品を収録して
います。なじみのある作家、読
んでみたかった作家、全３００人
の作品がずらり。出会う喜びが
生まれそうです。
時には短編を読んでみませんか。

よ
み
も
の

閉
じ
こ
も
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

四
字
熟
語
の
中
国
史　

完
訳
日
本
奥
地
紀
行

夢
よ
り
も
深
い
覚
醒
へ　

命
を
つ
な
い
だ
道

３
・
11
複
合
被
災　

悲
か
ら
生
を
つ
む
ぐ

子
ど
も
声
を
社
会
へ

内
部
被
爆　

原
発
と
自
治
体

食
の
終
焉　

日
本
語
雑
記
帳　

イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー

冨
谷
　

至

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

大
澤　

真
幸

稲
泉
　

連

外
岡　

秀
俊

寺
島　

英
弥

桜
井
智
恵
子

矢
ケ
崎
克
馬

金
井　

利
之

ポ
ー
ル
・
ロ
バ
ー
ツ

田
中　

章
夫

生
活
・
社
会
・
趣
味

桜
舞
う　

少
女
は
卒
業
し
な
い　

氷
山
の
南　

炎
上

紙
の
月　

デ
ッ
ド
エ
ン
ド　

厩
橋　

哀
し
み
の
星

と
に
か
く
う
ち
に
帰
り
ま
す　

ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟　

ス
ク
ウ
ェ
ア　
１・２　

相
田
家
の
グ
ッ
ド
バ
イ

あ
さ
の
あ
つ
こ

朝
井
リ
ョ
ウ

池
澤　

夏
樹

遠
藤　

武
文

角
田　

光
代

今
野
　

敏

小
池　

昌
代

新
堂　

冬
樹

津
村
記
久
子

東
野　

圭
吾

福
田　

和
代 

森
　

博
嗣

新 着 図 書 案 内
芥
川
龍
之
介
作
品
集　
１
〜
５　
　

辻
斬
り　
１
〜
３　

豪
華
特
急
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
殺
人
事
件　
１
〜
３　

ブ
ラ
ン
コ
の
む
こ
う
で　
上
下　

芥
川
龍
之
介

池
波
正
太
郎

西
村
京
太
郎

星
　

新
一

大
活
字

岡　
山

岡　
山　
　
　

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会

　

昨
年
は
、
長
野
県
北
部
地
震

で
あ
え
な
く
中
止
、
２
年
ぶ
り
の

◇
親
子
う
ど
ん
打
ち
体
験

　
公
民
館
・
子
ど
も
会
育
成
協
議

会
主
催
の
親
子
う
ど
ん
打
ち
体
験

を
秋
津
の
丸
山
信
之
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
驚
い
た
事
は
、
ナ
イ
ロ

○
成
績　

囲
碁
の
部　

優　

勝　

渡
辺
光
弥

準
優
勝　

月
岡
光
雄

３　

位　

藤
巻
昌
明

将
棋
の
部　

優　

勝　

宮
本
惣
次

準
優
勝　

齋
藤
忠
丞

麻
雀
の
部　

優　

勝　
江
口
崇
介

準
優
勝　
小
林
弘
幸

３　

位　

米
持
和
貴

大
会
に
囲
碁
・
将
棋
の
参
加
者
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
麻
雀
は
16
名

の
参
加
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。
囲

碁
・
将
棋
人
口
を
増
や
す
こ
と
も

公
民
館
事
業
の
課
題
で
し
ょ
う

か
。

ン
袋
を
使
っ
て
材
料
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
事
で
し
た
。

　

出
来
上
が
り
は
、
き
し
め
ん
の

よ
う
な
太
麺
、
そ
う
め
ん
の
よ
う

な
細
麺
、
子
供
達
の
個
性
が
詰

ま
っ
て
い
て
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
と
っ
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
、

美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

◇
館
報
講
習
会 

　
３
月
16
日
（
金
）
常
盤
公
民
館

で
、
集
落
の
館
報
等
を
ワ
ー
ド
で

作
成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
専
門
部
員
や
集
落
館

長
が
集
ま
り
、
10
名
の
参
加
者
で

講
師
は
昨
年
ま
で
専
門
部
員
で
広

報
担
当
を
頑
張
っ
て
く
れ
た
田
中

明
仁
さ
ん
。 

　
ワ
ー
ド
は
文
書
を
作
成
す
る
の

に
使
う
け
ど
、
こ
ん
な
風
に
新
聞

作
り
も
出
来
る
ん
だ
な
〜
と
参
加

者
。
普
段
知
ら
な
い
ソ
フ
ト
の
機

能
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
仕
方
な
ど
、

「
ほ
〜
」「
へ
ぇ
〜
」
と
感
心
し
き

り
で
し
た
。 

　

当
初
１
時
間
の
講
習
予
定
が
、

つ
い
つ
い
熱
が
入
っ
て
し
ま
い
２

時
間
に
!!
こ
れ
で
常
盤
の
集
落
館

報
は
更
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
間
違

い
な
し
!! 

　

講
師
の
田
中
さ
ん
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
、大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

シ
ー
な
感
じ
で
し
た
。

　

先
生
曰
く
、
食
べ
方
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
コ
ツ
が
あ
る
そ
う
で
、

ま
ず
「
サ
ラ
ダ
」
を
全
部
完
食
し

ま
す
。
サ
ラ
ダ
を
食
べ
て
い
る
間

は
他
の
メ
ニ
ュ
ー
に
手
を
出
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
野
菜
も
大
き
め

に
切
っ
て
あ
る
た
め
食
べ
る
の
が

大
変
で
サ
ラ
ダ
を
食
べ
終
わ
る
と

か
な
り
満
腹
状
態
と
な
り
、
他
の

メ
ニ
ュ
ー
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。 

　

参
加
者
は
「
な
る
ほ
ど
!!
こ

れ
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
コ
ツ
な
の
か

〜
」
と
言
う
反
面
、
続
け
ら
れ
る

か
な
〜
と
不
安
な
一
面
も
見
せ
て

い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
試
食
会
!!!
ど
の
顔
も

満
面
の
笑
み
で
と
て
も
楽
し
い
教

室
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
の
沼
田

浩
子
さ
ん
、参
加
者
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

手づくりの味は格別！

「きのこジュレ」で健康に！

１
情
報
収
集
提
供
基
地
と
し
て

の
機
能
・
資
料
の
充
実

（
１
）
地
域
情
報
、
行
政
情
報
や

ビ
ジ
ネ
ス
、
産
業
情
報
な
ど
の
市

民
が
求
め
る
情
報
の
積
極
的
収

集
・
提
供

●
住
民
の
生
活
や
仕
事
に
役
立
つ

情
報
な
ど
、
市
民
が
求
め
て
い
る

要
望
に
十
分
か
つ
的
確
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
情

報
収
集
を
行
う
。

●
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、

観
光
を
意
識
し
た
「
地
域
の
宝
」

に
関
す
る
資
料
な
ど
郷
土
資
料
は

積
極
的
に
収
集
し
、
情
報
発
信
す

る
。

●
当
館
の
特
徴
で
あ
る
雪
・
紙
に

関
わ
る
資
料
を
引
き
続
き
積
極
的

に
収
集
し
て
い
く
。

２
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活

動
の
普
及
・
啓
発

（
１
）
図
書
館
や
本
に

親
し
む
心
の
育
成

●
乳
幼
児
、
児
童
、

学
生
、
成
人
、
そ
れ

ぞ
れ
の
発
達
段
階
に

お
い
て
、
豊
か
な
精

神
を
育
み
、
知
性
を

鍛
え
る
読
書
の
良
さ

や
大
切
さ
を
、
催
し

な
ど
を
通
じ
て
啓
発

す
る
。

●
保
護
者
に
対
し
て

定
期
的
な
行
事
、
講

座
な
ど
の
機
会
を
通

じ
て
、
子
育
て
に
お

け
る
読
書
や
本
の
大

切
さ
を
伝
え
な
が
ら
、

家
庭
で
の
読
書
活
動

平
成
24
年
度　
市
立
飯
山
図
書
館
運
営
方
針

生
涯
学
習
の
情
報
基
地
と
し
て
市
民

に
親
し
ま
れ
頼
り
に
さ
れ
る
図
書
館

基
本
目
標

　「蕾」　
小川国夫、龍胆寺雄、プルースト　著 
（ポプラ社　刊「百年文庫」より）

◇
岡
山
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

今
月
は
、
プ
ロ
写
真
家
の
藤
巻

博
文
さ
ん
（
桑
名
川
）
の
作
品
を

お
借
り
し
、
展
示
し
ま
し
た
。
下

境
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
の
半
月

流
の
千
曲
川
が
別
景
色
に
見
え
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
推
進
を
図
る
。

（
２
）
他
施
設
へ
の
支
援
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

●
保
育
園
、
小
中
学
校
図
書
館
へ

の
図
書
の
貸
し
出
し
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
本
に
ふ
れ
あ
う
き
っ

か
け
づ
く
り
や
調
べ
も
の
学
習
を

側
面
的
に
支
援
す
る
。

●
学
校
や
施
設
で
活
動
す
る
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
読
み

聞
か
せ
講
座
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
活
動
を
支
援
す
る
。

３
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
図
書
館

運
営

（
１
）
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

図
書
館
運
営

●
明
る
い
挨
拶
、
心
の
こ
も
っ
た

応
対
、的
確
な
調
査
回
答
に
よ
り
、

ま
た
来
た
く
な
る
図
書
館
の
雰
囲

気
を
醸
成
す
る
。
合
わ
せ
て
、
明

る
く
親
し
み
や
す
い
環
境
整
備
に

配
慮
す
る
。

（
２
）
市
民
参
加
に
よ
る
図
書
館

運
営

●
図
書
館
運
営
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
。


